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田

O
巻
頭
は
、
吉
永
氏
が
昨
年
度
の
学
会
で

さ
れ
た
も
の
。
長
谷
川
氏
の
論
文
は
、
有
名
な
「
風

を
だ
に
・
:
:
:
:
」
の
歌
に
新
解
釈
を
提
出
さ
れ
た

も
の
で
今
後
賛
否
の
論
議
を
呼
ぼ
う
。
友
松
氏
の

は
、
遣
新
羅
使
船
の
漂
着
し
た
分
間
の
浦
に
関
す

る
、
実
地
に
即
し
た
精
し
い
論
考
。
東
野
氏
の
論

文
は
、
平
城
宮
祉
木
簡
の
解
読
よ
り
得
た
貴
重
な

成
果
。
潰
口
氏
の
も
の
は
、
新
発
見
の
高
葉
集
断

簡
の
紹
介
で
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

O
本
誌
も
、
今
号
で
、
年
令
で
い
え
ば
米
寿
に
当
る

八
十
八
号
を
迎
え
た
。
し
か
し
、
本
誌
の
、
今
後

に
期
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。
お
気
付
き
の
方
も

あ
る
か
と
思
う
が
、
数
号
前
か
ら
表
紙
の
タ
イ
ト

ル
(
王
義
之
書
)
を
創
刊
当
時
の
も
の
に
か
え
た
。

そ
の
引
き
締
っ
た
感
じ
は
、
創
刊
時
代
の
精
神
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

O
今
年
度
の
学
会
の
詳
細
は
、
予
告
欄
に
ご
案
内
の

通
り
で
あ
る
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ふ
る

っ
て
ご
参
加
の
ほ
ど
、
巽
う
次
第
で
あ
る
。

O
最
近
ま
た
、
町
名
地
番
等
の
異
動
が
多
く
な
っ
た
。

巻
末
に
会
員
名
簿
を
添
え
た
が
、
名
簿
の
誤
脱
に

つ
い
て
お
気
付
き
の
際
は
、
ご
面
倒
な
が
ら
学
会

本
部
あ
て
ご
一
報
頂
き
た
い
。
(
井
手
至
)

投

稿

規

F』

え

一
、
投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
高
葉
に
関
連
す
る
各
分
野
の
研
究
論

文。

一
、
分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚
以

内)。

一
、
原
稿
は
一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯

部
に
一
任
の
こ
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
際
に
は
本
誌
三
部
を
贈
呈
す
る
。

抜
刷
の
作
製
(
実
費
執
筆
者
負
担
)
は
、

か
じ
め
希
望
の
あ
る
場
合
に
限
る
。

あ
ら

品~

→ー
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葉

一
、
本
会
は
高
葉
学
会
と
称
す
る
。

一
、
高
葉
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
寓

葉
」
を
発
行
す
る
。

一
、
本
会
は
随
時
、
高
葉
に
関
す
る
見
学
旅
行
、
文

献
の
展
観
、
研
究
発
表
会
、
会
、

会
、
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
。

一
、
会
員
は
、
年
額
千
六
百
園
の
会
費
(
誌
代
を
含

む
〉
を
年
度
初
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内
(
郵

便
番
号
五
六
四
〉

に
お
い
て
行
な
ふ
。
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